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校長 寒河江 孝 之 
 

あれだけ暑かった夏もあっという間に過ぎ去り、すっかり秋の気配です。学校は、今日で前

期が終了です。これまでの成果として、子供たちに各担任から「あゆみ」（通知表）が手渡さ

れました。保護者の皆様には、良かったところは大いに褒め、今後、頑張ってほしいところに

ついては励ましの言葉をお願いいたします。 

さて、先日、子供たちの「主体性を大切にする」という内容の講演会

を聴いてきました。講師は、東京都の元区立中学校長で、現在は教育ア

ドバイザーとして、様々な学校に関わっている方です。本校の児童にも、

主体性を育てたいと思い、興味をもって聴くことができました。 

内容については、高度経済成長期以降、日本の急激な人口減少により

経済が低迷し、従来の考え方（ビジネスモデル）では通用しなくなり、

「世界に目を向け、新たな価値を創る時代になった」という話でした。つまり、学校は、「新

しい時代を築く人材を育てなければならない」＝「主体性をもった人材を育てる」ということ

でした。本校の課題は、子供たちが自分で考え、表現することにあります。そのために、授業

中にＩＣＴの活用を進め、「ロイロノート」というアプリを使って考えをまとめたり、発表し

たりしています。また、その根底にある語彙力を向上させるために、読書習慣の定着を図って

います。けれども、この講演会では、「学校では、子供たちに主体性がないというが、人間は、

本来、生まれながらにして主体性をもっている」と赤ちゃんの写真が提示されました。寝返り

を打ち、ハイハイし、つかまり立ちをして、歩き出す。高いところに上ろうとする主体性の塊

であると。それが、周りの大人が手をかけすぎることで、自律できなくなり、誰かがしてくれ

ることが当たり前となり、自分がうまくいかないことを誰かのせいにする。結果、自己解決で

きず、いざこざがあると周りの大人がジャッジするという、負のスパイラルを生み、もって生

まれた主体性は、どんどん失っていくのだというのです。ショッキングだったのは、「宿題は

主体性を失わせる象徴的なもの」という話でした。この元区立中学校長だった講師は、現役時

代に宿題を廃止し、子供たちが主体的に考え学んでいくことで、偏差値 40台の学校を 60台

まで向上させた方です。これまで、規律・集団行動が重視（私もそうです）されてきました。

これは、「学校側・教師側の立場から考えた教育であり、これからは、学ぶ側の立場から教育

を考えなくてはならない」というのです。もっともだと思いつつも、「明日から宿題を廃止し

ます」と私がいきなり発言したら、子供たちも教師も戸惑いは隠せないと思います。なぜな

ら、子供たちは、「宿題の廃止＝勉強しなくてもよい」という勘違いを起こしてしまう未成熟

な状態ですし、教師も宿題は、学力を向上させる 1 つのツールという概念が定着しているか

らです。しかしながら、主体性が育った子供たちなら「宿題の廃止」はありだと思います。 

本校の教育目標の 1 つである「考える子＝自ら学び、協働しながら、考える力を育てる」

の具現化が進み、子供たちが、「何のために学び、何をすべきか」考えられるようになったら、

私自身、主体性をもって取り組んでみたいと思います。 

・教育目標・・ 

 ・ねばり強い子 
 ・考える子・・ 
 ・助け合う子・ 
 ・じょうぶな子 自ら学び、協働して高め合い、郷土を愛する子供たちの育成 
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合同宿泊研修 
９月１１日（水）～１２日（木）、５年生

は、ネイパル森で宿泊研修を行いました。 
「館内ラリー」「森のフレーム作り」「ウォー
クラリー」「森のストラップ作り」「体育館で
レクリエーション」「バスレク」など、福島
小の５年生と一緒に取り組みました。 
集団での宿泊、さまざまな体験を今後の学

校生活にいかすことを期待しています。 
 

９月１８日（水）、３・４年生は、スーパ
ーマーケット見学（ラルズマート松前店）に
行きました。「売り場のひみつ」「はたらく人
のくふう」「売ること以外のこと」など、さ
まざまな工夫と目的を調べてきました。今
後は、国語科と関連させて、報告文や壁新聞
でまとめる予定です。

 

日 曜 行事予定

1 火 前後期切り替え式　チャレンジタイム　ＡＬＴ来校

2 水 マラソン大会予備日

3 木 二計測　視力検査

4 金 全校集会（任命式）　ＡＬＴ来校　ＩＣＴ支援員来校

5 土

6 日

7 月 読み聞かせ

8 火 移動図書　児童会　チャレンジタイム　ＡＬＴ来校

9 水

10 木 どさんこ☆子ども渡島地区会議

11 金 地域公開参観日（１０：０５～１１：４０）　ＩＣＴ支援員来校

12 土

13 日

14 月 スポーツの日

15 火 学習発表会特別時間割開始　ＡＬＴ来校

16 水

17 木

18 金 全校集会　ＡＬＴ来校　ＩＣＴ支援員来校

19 土

20 日

21 月

22 火 ＡＬＴ来校

23 水 学習発表会総練習

24 木

25 金 ＡＬＴ来校

26 土 学習発表会　校内図画展

27 日

28 月 振替休業日

29 火 後片付け　　チャレンジタイム　ＡＬＴ来校　クラブ　給食試食会①

30 水 給食試食会②

31 木 給食試食会③

★１０月１１日(金)は地域公開参観日です。 

 第３・４校時（１０：０５～１１：４０） 

地域の皆様の御来校をお待ちしております。 

防災訓練 
９月２６日（木）、体育館で防災訓練を行

いました。事前に防災無線で児童がよびかけ
たところ、保護者、地域の方に多数参加して
いただきました。津波への対策の話を聞き、
その後、段ボールベット作り体験を行いまし
た。松前警察署、福島町役場の総務課、教育
委員会の方々、御協力ありがとうございまし
た。 
 


